引込ケーブル施設に伴う電柱使用申込書

平成　 　年　 　月　 　日

北海道電力株式会社　殿

引込ケーブル所有者

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　印

　当方が所有する引込ケーブルの施設に伴う貴社電柱の使用について、下記のとおり申込みします。

なお、引込ケーブル施設に伴う電柱使用契約については別途、締結いたします。

[image: image1.wmf] 

使用場所

 

建物住所：

 

建物名称：

 

電柱番号

 

画

    

区

    

図

    

番

    

の

    

号柱

 

画

    

区

    

図

    

番

    

の

    

号柱

 

設備用途

 

高圧・低圧・その他

 

ｹｰﾌﾞﾙ太さ×本�

数

 

 

取付設備
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添付書類

 

申込時：使用電柱全景写真

 

竣工時：引込ケーブル立上げ部・保護管埋設部写真（架空ケーブルは不要）
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記　

「北海道電力が本書により取得する個人情報は電気事業の範囲内で利用いたします。」
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＜地中＞


1.ケーブル立上げ場所については装柱の複雑な柱は避ける。


2.立上げ回線数は単位電柱あたり、高圧2条または低圧3条以下とし、高低圧混在にあっては3条以下とする。


3.道路のケーブルの立上げ位置は、昇降用足場ボルトの人家側とする。


4.地中引込ケーブルを直接埋設する場合は次による。（電気設備の技術基準の解釈134条）


　①ケーブルは堅ろうなトラフなどに収めて施設する。ただし、ケーブルに高圧CDケーブルまたはがい装を有するケーブルを使用する場合、または車両その他重量物の圧力を受けるおそれがない場合でケーブルの上部を堅ろうな板またはといで覆う場合は、トラフに収めることを要しない。


　②ケーブルは、車両その他重量物の圧力を受ける恐れのある場所では、土冠を1.2m以上、その他の場所では0.6m以上とする。ただし、ケーブルの種類、施設条件等を考慮し、圧力に耐えるように施設する場合はこの限りでない。


5.管路から電柱に立上がる根元屈曲部の半径はケーブル外径の10倍以上とする。


6.立上がり部分は地上2.0mから地下0.3mまでの部分を強固な鉄管等に収めて損傷を防止する。この場合において、金属製の管を使用した場合は、D種接地工事を施す。ただし防食措置を施した場合はこの限りでない。


7.立上げ管上端部から終端部のケーブル支持は、支持バンド等により1ｍ間隔で行なう。


8.立上げ管上部口には、水の浸入を防止するため、防水処理を施す。


9.ケーブル支持には、ケーブルスペーサやタールドクロス等を巻き、支持バンド等の締付時にケーブルに無理な圧力が加わらないようにする。


10.ケーブルには所有者または建物名を明記した表示札（刻印式）を地上から確認できる位置に取り付ける。


11.地中管路は埋設位置を表示するため、砕石層の下に埋設表示テープを布設する。





当社分岐開閉器





＜架空＞


1. 引込ケーブルの径間は35m以下とする。ただし、鉄筋コンクリート造り等、堅ろうな造営物またはお客さま構内第1柱に引き込む場合は、60m以下とすることができる。


2.架空引込ケーブルの柱上施設は下図を標準として施設する。


3.架空ケーブルは、メッセンジャーワイヤに吊架して施設する。


　①メッセンジャーワイヤは鋼より線を使用し、太さは下表による。


　②メッセンジャーワイヤを電柱に取り付ける場合は支持バンドにより固定する。


　③メッセンジャーワイヤにはＤ種接地工事を施す。





メッセンジャーワイヤの太さ表





北海道電力株式会社





引込ケーブル工事の留意事項
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お客さま引込ケーブル施設図例（地中）





お客さま引込ケーブル施設図例（架空）





<参考>需給地点・財産（責任）分界点は


当社分岐開閉器の負荷側接続点とする





負荷側接続点
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